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1. ALPS 処 理 水 の 処 分 に 対す る 当社 の お 約束 


令 に 基づく 安全 基準 や 関連 する 国際 法 、 国 際 慣 行 
を 遵守 し ます 。 放 出す る 水 は 安 全 を 確実 な も の と し 、 
公衆 や 周辺 環境 、 農 林 水 産品 の 安全 を 確保 し ます 
・ 海 域 モ ニタ リン グ を 拡充 ・ 強 化し 、 風 評 影 響 の 抑制 
を は か り ま す 
・ モ ニタ リン グ に 関す る 客観 性 ・ 透 明 性 を 確保 し ます 


・ 発 電 所 敷地 内 の タン ク に つい て は 、 漏 えい 有無 を 
継続 的 に 監視 する な ど 、 保 守 管 理 を 適切 に 行い ます 


環境 影響 に 関す る 正確 な 情報 を 透明 性 高く 継続 的 に 
発信 し 、 国 内 外 の 懸 菅 払拭 、 理 解 醸 成 を は か り ま す 
・ 風 評 影響 を 最大 限 抑 制す る た め 、 さ ま ざ ま が 産業 に 
関す る 生産 ・ 加 工 ・ 流 通 ・ 消 費 対 策 (販路 開拓 等 ) 

に 全力 で 取り 組み ます 


・ こ れ ら の 対策 を 最大 限 に 講じ し て も な お 、 風 評 被害 が 
生じ た 場合 に は 、 迅速 か つ 適切 に 賠償 を 行い ます 」 


基本 姿勢 


モニ タリ ング 
の 拡充 ・ 強 化 


タン ク か ら 
の 漏えい 防止 


情報 発信 と 
風評 抑制 


適切 な 賠償 


2. 安全 確保 に 必要 な 設備 の 検討 項目 


(1) 測定 ・ 確 i ee (2) 希釈 設備 
(3) 取水 ・ 放 水 設 (4) 海域 モニ タリ ング 


: (1) 測 定 ・ 確 認 用 設備 


: (2) -① 希 恋 設 
(設備 の 仕様) 


: (2)-③ 希釈 設備 
: (異常 時 の 措置 ) 


※ (2)-② 希 釈 設備 
(希釈 の 評価 方 法 ) 


(4) 海 域 


ALPS 処 理 水 : 
移送 ボン プ  : 


(2) -① 希 釈 設備 
(設備 の 仕様 ) 











(3) 取 水 設備 (3) 放 水 設 





東京 電力 ホー ルディ ング ス 析 会 説明 資料 
(1) 測定 ・ 確 認 用 設備 

ALPS 処 理 水 の 処分 に あたっ つて は 、 必 要 に 応じ 二 次 処 理 を 実施 

トリ チ ウ ム 、62 核 種 、 炭 素 14 を 希釈 放出 前 に 測定 (含む 第 三 者 機関 

の 測定 ) し 公表 


62 核 種 、 炭 素 14 に つい て は 、 規 制 基準 値 を 下回る こと を 確認 


循環 ・ 携 振 に より 均一 化し た 上 で 分 析 す る 水 
を 採取 し 放出 前 最終 分 析 所 要 期 間 : 約 2 ヶ月 


! 500m7 日 


ー テ ーション 切替 
タン ク 群 の 使い 分 け  ( 約 ] 万 msx3) 
ALPS 処 理 水 タ ンク 9 

(2 ) -① 希釈 設備 (設備 の 仕様 ) 

年 間 の トリ チ ウ ム 放 出 量 を 22 兆 ベク レル を 下回る 水準 で 運用 
海水 希釈 後 の ト リチウム 濃度 が 1,500 ベ クレ ル / L 未満 と な る よう 
海水 で 十分 に 希釈 
放出 する トリチウム の 濃度 お よび 量 は 、 毎 年 度 示 に 、 そ の 時 点 の 最新 
デー タ に 基づき 、 で きる だ け 少 な く な る よう 見 直す 

ALPS 処 理 水 
最大 500m3/ 日 


直径 約 


ALPS 処 理 水 ・ 海 水 の 合流 ョ 
(イメ ー ジ 図 ) 
く 海水 移送 ポン プッ > 
還 1 台 あ た り 17 万 m3 / 日 程度 
の ボン プ を 3 台 用 意 
(2 台 運 転 、1 台 待機 運用 を 想定 ) 


海水 流量 
34 万 m3/ 日 


海水 と ALPS 処 理 水 が 
十分 に 混ざり 放水 立 寺 へ 


海水 1 配管 あたり 
17 万 m ダ 日 
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5. (2) -② 希 釈 設備 (希釈 の 評価 方 法 ) 

@ [測定 ・ 確 認 用 設備 」 に に お いて 予め 測定 し て いる トリチウム 濃度 を 、 
リア ル タ イ ム で 測定 し て いる 「ALPS 処 理 水 流量 計 」 お お よび 「 和 希釈 海 
水流 量 計 」 の 測定 結果 を 用 いて 計算 する こと に より 、 ト リチウム 濃度 
が 1,500 ベ クレ ル / L を 十分 に 下回っ て いる こと を 確認 


e 加え て 、 以 下 の サ ンプ リン グ に よる 確認 を 実施 
① 放 出 中 は 希釈 後 の 処 理 水 を 毎日 サン プリ ング (速やか に 公表 ) 
② 当 面 の 間 は 、 放 水 立 寺 を 活用 し て 、 放 出前 に 希釈 状況 を 実測 後 、 


放出 を 開始 
ALPS 処 理 水 
流量 計 


流量 比 か ら 
希釈 倍率 を 評価 
希釈 海水 


流量 計 


ALPS 処 理 水 
移送 ポン プ ALPS 処 理 水 


た 
流量 調整 弁 


希釈 状況 を 


4 確認 
放水 立 塊 


海底 トン ネル 
っ 


測定 ・ 確 認 用 設備 
放出 管 
海水 移送 ポン プ 


6. (2) -③ 希 釈 設備 (異常 時 の 措置 ) 


異常 時 ( ALPS 処 理 水流 量 計 流量 高 、 海 水 移送 ボン プ 故 障 、 

希 釈 海水 流量 計 流量 低 、 放 射線 モニ タレ ベル 高等 ) は 、 緊 急 し や 断 弁 
2 弁 を 速やか に 閉じ 、ALPS 処 理 水 移送 ボン プ を 緊急 停止 
緊急 し ゃ 断章 は 

(1) 希釈 する 海水 と 混ざる 手前 で 、 海 側 の 放出 管 付近 に 配置 

(2) 津波 に よる 水没 等 に 備え 、 陸 側 の 防潮 堤 内 側 に 配置 


測定 ・ 確 認 用 レベ ル 高 ・ 故 障 


設備 放射 線 モ ニタ 
こ ゅ ーー ・ 改 障 
ALPS 処理 水 | 
移送 ポン プ 


緊急 し ゃ 断 草 に つい て は 、 停 電 
時 に お いて も 閉止 で きる な ど 、 
安全 上 の 配慮 を 実施 


異常 時 は 停止 
海域 モニ タリ ング 














海水 移送 ポン プ 


放水 立 志 


(3 ) 取水 ・ 放 水 設備 


取水 は 5 号機 取水 路 を 使用 、 北 防波堤 の 一 部 を 改造 し 、 仕 切 堤 で 分 離 
する こと で 、 洪 湾内 の 海水 が 希釈 用 の 海水 と 直接 混合 し な いよ う 考 慮 
放水 は 海底 トン ネル を 使用 し 沿岸 か ら 約 1km 離 れ た 場所 と し 、 海 水 が 
再 循環 し に くい よう 考慮 


放水 i EET 


、 上 港湾 外 取水 イメ ー ジ 

海底 トン ネル 4 5 没 電 部 取水 池 

長 さ a 約 1km 水 還 AA スス マン 
i 還 EPS 2333 = | 


エー 部 撤去 6 号 取 水口 5 号 取水 仕切 埋 + シ ー ト 血 
還 如 中 着力 


北 防波堤 




















= プ 


ー ニ ーー 


時 仕切 堤 
_ | 施工 長 さ : 約 65m 


1 
放水 立 | 靖 雇 齋 


(4) 海域 モニ タリ ング 
トリ チ ウ ム の 拡散 状況 や 魚類 、 海 藻類 へ の 放射 性 物質 の 移行 状況 を 確 
認 す る た め 、 主 に トリ チ ウ ム の モニ タリ ング を 拡充 ・ 強 化 


2km 圏 内 

・ 海 水 の ト リチウム 
分 析 を 拡大 
(7 ヶ所 一 10 ヶ 所 ) 


20km 圏 内 
・ 海 水 の ト リチウム 
分 析 頻 度 倍増 
(隔週 一 毎週 ) 
・ 魚 類 の トリチウム 
分 析 を 拡大 
(1 ヶ所 つ 11 ヶ 所) 


ヒー : 海水 の トリ チ ウ ム 分 析 点 (6 ヶ所 ) つ 頻 度 倍増 
ココ : 魚類 の トリ チ ウム 分 析 追 加点 (10 ヶ 所 ) 
ヒー : 従来 の 魚類 の トリ チ ウ ム 分 析 点 (1 ヶ所 ) 


※ 海 域 モ ニタ リン グ は 、 
放出 予定 の 1 年 前 より 
拡充 ・ 強 化 予定 


ヒー : 海水 を 新た に 採取 する 点 ( 3 ヶ所 ) 
ビー : 従来 と 同じ 採取 点 (7 ヶ所 ) 


sms= : 日 常 的 に 漁業 が 行わ れ て いな い エ リア 
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9. 海洋 生物 の 飼育 試験 

・ 海水 で 希釈 し た ALPS 処 理 水 (トリ チ ウム 濃度 1,500 ベ クレ ルン L 
程度 ) で 魚類 等 を 飼育 し 、 生 体 中 で トリチウム が 濃縮 し な いこ と の 
発信 、 飼 育 状況 等 に つい て の 進捗 を 適宜 公開 

ALPS 処 理 水 の 海洋 放出 開始 後 


海水 で 希釈 され 、 実 際 に 環境 中 へ 放 
出さ れ た 水 の 環 境 下 で の 生育 状況 等 


を 確認 


水槽 
(トリチウム 濃度 : 
1 500 ベ クレ ル /L よ り 小 さい ) 


ALPS 負 理 水 の 海洋 放出 開始 前 


発電 所 周辺 の 海水 (水槽 1) と 
海水 で 希釈 し た ALPS 処 理 水 (水槽 2) 
双方 の 環境 下 で の 生育 状況 等 を 確認 


水槽 2 
(トリ チ ウ ム 濃 度 : 


水槽 1 
(トリ チ ウ ム 濃 度 : 
1 ベク レル / し 程度) 1,.500 ベ クレ ル /L 程 度 ) 

飼育 対象 予定 [ALPS 処理 水 の 海 洋 放出 開始 前 後 と も ] 
類 : ヒ ラメ (30 て 40cm 程 度 、 あ る い は それ 以下 ) 
H・ 海 藻類  : 詳細 検討 中 


10. トリ チ ウ ム 分 離 技術 調査 


* トリ チ ウ ム 分 離 技術 の 幅広 い 調 舎 の 実施 や 提案 の 受付 に 関し て 、 
透明 性 を 確保 する た め に 第 三 者 機関 と し て 
「 ナ イン シグ マ ・ ホ ー ル ディ ング ス (株 ) 」 を 選定 、 提 案 受 付 を 開始 


A 社 B 社 C 社 


提案 \w i / 調査 
(適宜) (年 1 回 程度 ) 
ナイ ン シ グ マ ・ 
ホー ルディ ング ス (株 ) 


技術 的 成立 性 な ど を 確認 する と と も に 、 
必要 に 応じ し て アド バイ ス 等 を 実施 \ 


実用 化 の 可能 性 を 確認 


具体 的 設 


実証 試験 
※ 放 出 開始 後 も 調査 を 継続 





11. 理解 醸成 に 向け た コミ ュ ニ ケー ショ ン 

・ ALPS 処 理 水 の 海洋 放出 に 関す る 疑問 や 風評 へ の ご 懸念 に し っ か り と 
向き 合い 、 関 係 者 の みな さま へ の 説明 を 尽く す 

・ 消費 者 を は じ め 広 く 国内 外 の みな さま の 理解 を 深め て いた だ ける よう 、 
様々 な 媒体 を 活用 し 、 正 確 で 分 か りや すい 情報 を 発信 


@ 科学 的 根拠 に 基づく 情報 を お 伝え し 、 疑問 や ご 懸念 に 応え て いく 
・ 関 係 す る 方 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン ( 対 話 ・ 説 明 ) 
・ 国 内 外 メ ディ ア ・ 有 識者 、 海外 へ の 情報 発信 (現場 取材 勧奨 等 ) 


@ 取組 の 透明 性 を 確保 する 
* 国 際 原 子 力 機関 (IAEA) に よる 安全 性 確認 の 受け 入れ 等 


「 ト リチウム 」 情 学 


EE:: 
IAEA レ ビュ ー ミ ッ シ ョ ン (2021 年 9 月 8 日 ) ポ 2 ( 
発電 所 幹部 と の 意見 交換 、 現 地 視察 状況 ーー 


@ 地域 や 社会 の 関心 事項 に 治っ た 対応 に 向け 、 体制 を 強化 する 英語 中 国語 
・ 理 解 醸成 に 向け た 情報 発信 の 改善 、 司 令 塔 機能 の 強化 等 間 11 


12. 生産 ・ 加 工 ・ 流 通 ・ 消 費 対策 

es 風評 影響 を 受け 得る 産業 の 生産 ・ 加 工 ・ 流 通 ・ 消 費 の 各 段 階 へ の 
取組 を 強化 ・ 拡 充 

@ 全 国 の 魚 食 振興 - 

・ 福 島 県 を は じ め と する 近県 を 含め た 全国 大 の 取組 を 実施 (カタ ログ 販 
売 等 

@ 関係 者 の 方 々 と の 対話 ・ 協 議 を 通じ た 対策 

・ 関 係 者 の 方 々 か ら ご 意見 を 伺い 、 適 切な 対策 を 講じ る 

13. 風評 被害 が 生じ た 場合 の 対策 

e 風評 影響 を 最大 限 抑 制す る べく 対策 を 講じ た 上 で も な お 、ALPS 処 理 
水 放出 に 伴う 風評 被害 が 発生 し た 場合 に は 、 そ の 損害 を 迅速 か つ 適 切 
に 賠償 させ は ば て いた だ きま す 

・ 新 た に ALPS 処 理 水 放出 に 伴い 風評 被害 が 生じ た 方 に つき まし て は 、 風 評 
被害 を 確認 の うえ 、 損 害 を 適切 に 賠償 させ て いた だ きま す 

・ALPS 処 理 水 放出 に 関す る 損害 賠償 に つき まし て は 「 福 島 第 一 原子 力 発電 所 
の 処理 水 放出 に 関す る 損害 賠償 専用 ダイ ヤル 」 ほ に て お 問い 合わ せ を 承っ て 
お り ま す  《O0120-429-250)》 受付 時 間 9:00<19:00( 月 て 金 (除く 休 祝 
日 )) 9:00<17:00( 土 * 日 ・ 休 祝日 ) 12 


無断 複写 ・ 転 載 禁止 東京 電力 ホー ルディ ング ス 株 式 会 社 











新設 電気 品 室 し 
(緊急 し ゃ 断 弁 (1) 設 置 ) 防潮 坦 


緊急 し ゃ 断 弁 員 "ウト km 
(2) 


[ i 


海底 トン ネル 
放水 立 坊 






海水 移送 ライ ン 
海水 移送 ボン プ 


- ユ 
二 ALPS 処 理 水 
=] や ヽ ーー へ 
ALPS ALPS 処 理 水 移送 ライ ン 
既設 移送 ボン プ 
ALPS 増設 
ALPS 


測定 ・ 確 認 用 設備 





無断 複写 ・ 転 載 禁 止 東京 電力 ホー ルディ ング ス 株 式 会 社 





測定 ・ 確 認 用 設備 










L 
_ 問 に 人 3 5km 日 常 的 に 漁業 が 
ンー に ーー Reel 、 ALPS 処 理 水 混 克 2 UK レ ーー 行わ れ て いな い 
| / 移送 ボン フ エリ ア 














ALPS 処 理 水 等 ンク | 


> ] に | 海底 トン ネル 出口 は 、 日 常 的 
] に 漁業 が 行わ れ て いな い 











て 7 ee エリ ア ※ 内 に 設置 、 エ リア 内 の 
ーー ” < 楽 怠 し や 断 弁 想定 水量 は 約 600 億 リッ トル 














当面 の 間 、 立 坂 を 活用 し て 、 
海水 と ALPS 処 理 水 が 混 合 ・ 
| 希釈 し て いる こと を 直接 確 
訟 し た 後 、 放 出 を 開始 












海抜 2.5m 







5 号 取水 路 。 






海水 移送 ホン プ 
(3 台 ) 








海底 トン ネル 
希釈 用 海水 ( 約 1km) 
(港湾 外 か ら 取 水 ) 


無断 複写 ・ 転 載 禁止 東京 電力 ホー ルディ ング ス 株 式 会 社 





